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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　列車の各車両にそれぞれ搭載され、車両間にわたって配設された基幹伝送路を介して互
いに通信可能に接続され、当該列車に関する列車情報を共有管理し、当該列車の運行前に
設定された当該列車の全停車駅についての車両の扉の開方向を示す情報であって一部の停
車駅については開方向が不定であることを示す不定情報を含む第１の開扉方向情報を有す
るとともに、当該列車の運行開始後に地上の運行管理サーバから前記全停車駅についての
車両の扉の開方向を示す最新の情報であって前記不定情報を含まない第２の開扉方向情報
を受信する列車情報管理装置と、
　前記列車の各車両にそれぞれ搭載され、当該車両の前記列車情報管理装置と接続されて
、当該列車情報管理装置から出力された表示案内用のデータである案内データを用いて映
像データを作成する表示制御装置と、
　前記列車の各車両にそれぞれ搭載され、当該車両の前記表示制御装置と接続されて、当
該表示制御装置から出力された前記映像データを用いて表示を行う表示器と、
　を備え、
　前記列車情報管理装置は、前記列車の運行開始後に前記運行管理サーバから前記第２の
開扉方向情報及び前記列車の最新の予定ダイヤ情報を受信した後、当該予定ダイヤ情報に
基づいて前記列車の遅延の有無を判定し、判定の結果、遅延が生じていない場合又は遅延
が生じていてもその遅延時間が所定の時間未満である場合は、前記第２の開扉方向情報を
前記案内データとして前記表示制御装置に出力し、遅延が生じている場合でかつその遅延
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時間が前記所定の時間以上である場合は、前記第１の開扉方向情報を前記案内データとし
て前記表示制御装置に出力し、前記表示制御装置は、前記列車情報管理装置から前記第２
の開扉方向情報が出力された場合は、前記第２の開扉方向情報を用いて少なくとも前記列
車の次停車駅から終着駅までのすべての停車駅についての扉の開方向を示す映像データを
作成し、前記列車情報管理装置から前記第１の開扉方向情報が出力された場合は、当該第
１の開扉方向情報を用いて少なくとも前記列車の次停車駅から終着駅までのすべての停車
駅について扉の開方向又は開方向が不定である旨を示す映像データを作成し、前記表示器
は当該映像データを用いて表示を行うこと
　を特徴とする列車案内表示システム。
【請求項２】
　前記列車情報管理装置は、前記第２の開扉方向情報を前記運行管理サーバから定期的に
受信することを特徴とする請求項１に記載の列車案内表示システム。
【請求項３】
　前記表示器は、少なくとも前記列車の次停車駅から終着駅までのすべての停車駅につい
ての扉の開方向を示す映像データを前記次停車駅に到着する前から表示することを特徴と
する請求項１に記載の列車案内表示システム。
【請求項４】
　列車の各車両にそれぞれ搭載され、車両間にわたって配設された基幹伝送路を介して互
いに通信可能に接続され、当該列車に関する列車情報を共有管理し、当該列車の運行前に
設定された当該列車の全停車駅についての車両の扉の開方向を示す情報であって一部の停
車駅については開方向が不定であることを示す不定情報を含む第１の開扉方向情報を有す
る列車情報管理装置と、前記列車の各車両にそれぞれ搭載され、当該車両の前記列車情報
管理装置と接続されて、当該列車情報管理装置から出力された表示案内用のデータである
案内データを用いて映像データを作成する表示制御装置と、前記列車の各車両にそれぞれ
搭載され、当該車両の前記表示制御装置と接続されて、当該表示制御装置から出力された
前記映像データを用いて表示を行う表示器とを備えた列車案内表示システムの列車案内表
示方法であって、
　前記列車情報管理装置が、当該列車の運行開始後に地上の運行管理サーバから前記全停
車駅についての車両の扉の開方向を示す最新の情報であって前記不定情報を含まない第２
の開扉方向情報及び当該列車の最新の予定ダイヤ情報を受信するステップと、
　前記列車情報管理装置が、前記予定ダイヤ情報に基づいて前記列車の遅延の有無を判定
し、判定の結果、遅延が生じていない場合又は遅延が生じていてもその遅延時間が所定の
時間未満である場合は、前記第２の開扉方向情報を前記案内データとして前記表示制御装
置に出力し、遅延が生じている場合でかつその遅延時間が前記所定の時間以上である場合
は、前記第１の開扉方向情報を前記案内データとして前記表示制御装置に出力するステッ
プと、
　前記表示制御装置が、前記列車情報管理装置から前記第２の開扉方向情報が出力された
場合は、当該第２の開扉方向情報を用いて少なくとも前記列車の次停車駅から終着駅まで
のすべての停車駅についての扉の開方向を示す映像データを作成し、前記列車情報管理装
置から前記第１の開扉方向情報が出力された場合は、当該第１の開扉方向情報を用いて少
なくとも前記列車の次停車駅から終着駅までのすべての停車駅について扉の開方向又は開
方向が不定である旨を示す映像データを作成するステップと、
　前記表示器が、当該映像データを用いて表示を行うステップと、
　を含むことを特徴とする列車案内表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、列車の車両内で表示器にて案内表示を行う列車案内表示システム及び列車案
内表示方法に関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　近年、列車内では、乗務員からの音声による案内の他に、車両内に設置された表示器を
介して運行情報等を映像で提供することにより、乗客の利便に供することが一般的となっ
てきている（特許文献１参照）。
【０００３】
　列車では運行情報等の列車情報は列車情報管理装置により管理されている。列車情報管
理装置は、列車の各車両にそれぞれ搭載され、相互に通信可能に接続されて、列車情報を
共有している（特許文献１参照）。
【０００４】
　列車情報管理装置は、列車情報の一部として列車案内データを有している。列車案内デ
ータは、列車の運行前に設定されたデータであって、例えば行先、停車駅、駅到着予定時
刻、駅出発予定時刻、列車種別、及び停車駅での開扉方向情報等を含むデータである。列
車内では、この列車案内データを用いることにより、表示器を介して表示案内を行うこと
ができる。
【０００５】
　列車内の表示案内では、停車駅での開扉方向を表示する場合がある。具体的には、次駅
到着前に、例えば車両の扉鴨居部に設置された表示器にて、表示器下方の扉が開くのか、
あるいは、反対側の扉が開くのかを表示することにより、扉開閉案内を行っている（特許
文献１参照）。停車駅での開扉方向情報を乗客に事前に表示することで、乗客は駅到着前
に開扉側に移動することができる。これにより、降車がスムーズとなって発車遅延の発生
を抑制することができる。開扉方向情報は、列車が停車駅のどの線番に入線するのかとい
う線番情報と整合して与えられる。
【０００６】
　ところで、列車案内データに含まれる開扉方向情報は、停車駅によっては開扉方向が「
不定」である場合がある。これは停車駅によっては列車の入線する線番が事前に決まって
いないことによる。このように開扉方向が予め確定しておらず不定である駅（開扉方向不
定駅）については、列車案内データに含まれる開扉方向情報は「不定」とされる。そのた
め、車掌は、列車が開扉方向不定駅の直前の駅を出発する際に、列車外から得た次駅につ
いての最新の開扉方向情報を手動で列車情報管理装置へ入力設定する。これにより、開扉
方向不定駅の開扉方向が確定するので、その開扉方向を表示器にて表示することができる
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００２－１２７９０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記従来の案内表示では、一般に列車案内データに含まれる開扉方向情報に不定情報が
含まれることから、次停車駅の開扉方向の表示のみを行っている。そのため、車内が混雑
している状況下、特に満員電車の場合は、次停車駅で降車予定の乗客は、たとえ次停車駅
の開扉方向を前駅出発後に知ったとしても、前駅出発後、次停車駅に到着するまでの限ら
れた時間内で開扉側にスムーズに移動することは容易ではなく、その結果、次停車駅到着
後の降車に時間がかかり、発車時刻に遅延が生ずる要因となっていた。
【０００９】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、乗客のスムーズな降車に資する開扉方
向表示を可能とする列車案内表示システム及び列車案内表示方法を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
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　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係る列車案内表示システムは
、列車の各車両にそれぞれ搭載され、車両間にわたって配設された基幹伝送路を介して互
いに通信可能に接続され、当該列車に関する列車情報を共有管理し、当該列車の運行前に
設定された当該列車の全停車駅についての車両の扉の開方向を示す情報であって一部の停
車駅については開方向が不定であることを示す不定情報を含む第１の開扉方向情報を有す
るとともに、当該列車の運行開始後に地上の運行管理サーバから前記全停車駅についての
車両の扉の開方向を示す最新の情報であって前記不定情報を含まない第２の開扉方向情報
を受信する列車情報管理装置と、前記列車の各車両にそれぞれ搭載され、当該車両の前記
列車情報管理装置と接続されて、当該列車情報管理装置から出力された表示案内用のデー
タである案内データを用いて映像データを作成する表示制御装置と、前記列車の各車両に
それぞれ搭載され、当該車両の前記表示制御装置と接続されて、当該表示制御装置から出
力された前記映像データを用いて表示を行う表示器と、を備え、前記列車情報管理装置は
、前記列車の運行開始後に前記運行管理サーバから前記第２の開扉方向情報及び前記列車
の最新の予定ダイヤ情報を受信した後、当該予定ダイヤ情報に基づいて前記列車の遅延の
有無を判定し、判定の結果、遅延が生じていない場合又は遅延が生じていてもその遅延時
間が所定の時間未満である場合は、前記第２の開扉方向情報を前記案内データとして前記
表示制御装置に出力し、前記表示制御装置は、前記第２の開扉方向情報を用いて少なくと
も前記列車の次停車駅から終着駅までのすべての停車駅についての扉の開方向を示す映像
データを作成し、前記表示器は当該映像データを用いて表示を行うことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、乗客のスムーズな降車に資する開扉方向表示が可能になる、という効
果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、実施の形態１に係る列車案内表示システムの全体構成を示す図である。
【図２】図２は、列車情報管理装置の内部構成について示した図である。
【図３】図３は、列車案内情報および在線列車情報の一例について示した図である。
【図４】図４は、開扉方向情報３３ｃをもとに作成された表示案内の一例を示す図である
。
【図５】図５は、開扉方向情報３２ｅをもとに作成された表示案内の一例を示す図である
。
【図６】図６は、実施の形態２の動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に、本発明に係る列車案内表示システム及び列車案内表示方法の実施の形態を図面
に基づいて詳細に説明する。なお、この実施の形態によりこの発明が限定されるものでは
ない。
【００１４】
実施の形態１．
　図１は、本実施の形態に係る列車案内表示システムの全体構成を示す図である。本実施
の形態に係る列車案内表示システムは、例えば５台の車両（１号車～５号車）からなる列
車の編成上に構築された車上システム１である。車上システム１は、無線通信により、地
上システム８と情報の授受が可能である。なお、本実施の形態に、地上システム８を含め
てもよい。また、車両台数は図示例に限定されない。車上システム１は、列車情報管理装
置３－１～３－５、表示制御装置５－１～５－５、表示器６－１～６－５、及び送受信装
置７等を備えている。地上システム８は、運行管理サーバ９、通信ネットワーク１０、及
び送受信装置１１等を備えている。
【００１５】
　次に、車上システム１の構成について説明する。先頭車両２－１（１号車）には、列車
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情報管理装置３－１、表示制御装置５－１、表示器６－１、及び送受信装置７等が搭載さ
れている。列車情報管理装置３－１はいわゆる中央装置であり、主幹制御器（図示せず）
に接続されてこの主幹制御器から加減速指令等の制御情報が入力される。列車情報管理装
置３－１は、車両内伝送路２０を介して、表示制御装置５－１、表示器６－１、及び送受
信装置７と接続されている。なお、列車情報管理装置３－１は、１号車に搭載されたその
他の機器（図示せず）とも車両内伝送路２０を介して接続されている。
【００１６】
　送受信装置７は、無線通信装置であり、地上システム８の送受信装置１１との間で無線
通信が可能である。表示制御装置５－１は、車両内伝送路２０を介して列車情報管理装置
３－１と直接接続されている。表示制御装置５－１は、列車情報管理装置３－１から入力
された表示案内用のデータである案内データをもとに映像データを作成し、この映像デー
タを表示器６－１に出力する。表示器６－１は、１号車内に設置された表示器であり、表
示制御装置５－１から入力された映像データを用いて表示案内を行う。表示器６－１は、
例えば複数台の表示器からなり、それぞれ表示制御装置５－１と接続されている。表示器
６－１は、例えば１号車の扉上方の鴨居部に設置される。
【００１７】
　なお、後尾車両２－５（５号車）に搭載された列車情報管理装置３－５、表示制御装置
５－５、表示器６－５についても先頭車両２－１の場合と同様であるので、詳細な説明は
省略する。また、図１では、後尾車両２－５には送受信装置を設けていないが、先頭車両
２－１と同様に後尾車両２－５に列車情報管理装置３－５と接続された送受信装置を設け
ることができる。
【００１８】
　中間車両２－２（２号車）には、列車情報管理装置３－２、表示制御装置５－２、及び
表示器６－２等が搭載されている。列車情報管理装置３－２はいわゆる端末装置である。
列車情報管理装置３－２は、車両内伝送路２０を介して、表示制御装置５－２及び表示器
６－２と接続されている。なお、列車情報管理装置３－２は、２号車に搭載されたその他
の機器（図示せず）とも車両内伝送路２０を介して接続されている。
【００１９】
　表示制御装置５－２は、車両内伝送路２０を介して列車情報管理装置３－２と直接接続
されている。表示制御装置５－２は、列車情報管理装置３－２から入力された案内データ
をもとに映像データを作成し、この映像データを表示器６－２に出力する。表示器６－２
は、２号車内に設置された表示器であり、表示制御装置５－２から入力された映像データ
を用いて表示案内を行う。表示器６－２は、例えば複数台の表示器からなり、それぞれ表
示制御装置５－２と接続されている。表示器６－２は、例えば２号車の扉上方の鴨居部に
設置される。
【００２０】
　なお、中間車両２－３，２－４（３号車、４号車）にそれぞれ搭載された列車情報管理
装置３－３，３－４、表示制御装置５－３，５－４、表示器６－３，６－４についても中
間車両２－２の場合と同様であるので、詳細な説明は省略する。
【００２１】
　列車情報管理装置３－１～３－５は、車両間にわたって配設された基幹伝送路（車両間
伝送路）４により、互いに通信可能に接続されている。列車情報管理装置３－１～３－５
は、列車情報を互いに共有し管理している。列車情報の例については、例えば特許文献１
に詳細が記載されている。
【００２２】
　次に、地上システム８の構成について説明する。地上システム８は、運行管理サーバ９
を備えている。運行管理サーバ９は、管轄する路線上の在線列車に関する運行管理情報を
管理している。運行管理サーバ９は、専用の在来線ネットワークである通信ネットワーク
１０に接続され、送受信装置１１を介して車上システム１の送受信装置７との間でデータ
の授受を行うことができる。送受信装置１１は、例えば路線に沿って複数設けられている
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。
【００２３】
　次に、列車情報管理装置３－１～３－５の内部構成について説明する。図２は、列車情
報管理装置３の内部構成について示した図である。図３は、列車案内情報および在線列車
情報の一例について示した図である。なお、以下では、列車情報管理装置３は、列車情報
管理装置３－１～３－５を総称するものとする。また、表示制御装置５は、表示制御装置
５－１～５－５を総称するものとする。また、表示器６は、表示器６－１～６－５を総称
するものとする。
【００２４】
　図２に示すように、列車情報管理装置３は、制御処理部３０と、制御処理部３０に接続
された列車情報記憶部３１とを備えている。制御処理部３０は、その機能構成として、表
示情報選択部３０ａを備えている。制御処理部３０は、ＣＰＵ等のハードウェアからなり
、その制御動作を規定する制御プログラムにしたがって動作する。なお、制御処理部３０
は、送受信部（図示せず）を介して基幹伝送路４及び車両内伝送路２０に接続されている
。
【００２５】
　表示情報選択部３０ａは、列車情報記憶部３１に記憶された列車情報の中から表示器６
で表示する案内情報（案内データ）を選択し、この選択した案内情報を表示制御装置５へ
出力する。
【００２６】
　列車情報記憶部３１は、列車情報を記憶している。列車情報は、列車の運行に関する情
報全般、並びに、車両搭載機器の制御情報及び状態情報等を含むものであるが、図示例で
は、そのうち、列車案内情報（列車案内データ）３２と在線列車情報（在線列車データ）
３３のみを明示している。
【００２７】
　図３（ａ）では、列車案内情報３２の一例を示している。列車案内情報３２は、例えば
、行先情報３２ａ、停車駅情報３２ｂ、予定ダイヤ情報３２ｃ、列車種別情報３２ｄ、及
び開扉方向情報３２ｅを含んでいる。列車案内情報３２は、列車の運行前に設定されたデ
ータである。すなわち、列車案内情報３２は、列車が始発駅を出発する前に設定される。
【００２８】
　行先情報３２ａは列車の行先を表す情報である。停車駅情報３２ｂは列車の停車駅名を
表す情報である。予定ダイヤ情報３２ｃは各停車駅についての駅到着予定時刻及び駅出発
予定時刻等を与えるダイヤ情報である。列車種別情報３２ｄは、例えば各駅停車、快速、
急行、特急などの種別を表す情報である。開扉方向情報３２ｅ（第１の開扉方向情報）は
、各停車駅ごとに車両の扉の開く方向を表す情報である。開扉方向情報３２ｅは、例えば
、列車の進行方向に対して右側又は左側のいずれの扉が開くのかを具体的に示す情報であ
る。
【００２９】
　ただし、停車駅によっては開扉方向が不定の場合があるので、このような場合は、開扉
方向情報３２ｅは、不定である旨を示す情報とする。上記のように、列車案内情報３２は
、列車の運行前に予め設定された情報であり、この設定時には停車駅によっては列車がど
の線番に入線するのかが確定していないことがある。つまり、当日の列車の運用等により
列車が入線する線番が変更になる可能性のある停車駅については、線番情報は事前には確
定しておらず、そのような停車駅については開扉方向も「不定」となる。本実施の形態で
は、開扉方向情報３２ｅは、一部の停車駅について不定情報を含むものとする。
【００３０】
　図３（ｂ）では、在線列車情報３３の一例を示している。在線列車情報３３は、例えば
、線番情報３３ａ、予定ダイヤ情報３３ｂ、及び開扉方向情報３３ｃを含んでいる。在線
列車情報３３は、運行管理サーバ９から列車情報管理装置３へ送信されたデータである。
在線列車情報３３は、列車が路線上に在線中例えば定期的に運行管理サーバ９から列車情
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報管理装置３へ送信される。したがって、運行開始時には、列車情報記憶部３１には在線
列車情報３３は含まれていない。制御処理部３０は、最新の在線列車情報３３を運行管理
サーバ９から受信すると、これを列車情報記憶部３１に保存し又は上書きする。なお、在
線列車情報３３は、その内容に変更があった場合にのみ運行管理サーバ９から列車情報管
理装置３へ送信されるようにしてもよい。
【００３１】
　線番情報３３ａは、列車が各停車駅で何番線に入線するのかを示す情報である。線番情
報３３ａは、運行管理サーバ９から送信された最新の情報であり、全停車駅に対して確定
した情報である。つまり、線番情報３３ａには、不定情報は含まれない。
【００３２】
　予定ダイヤ情報３３ｂは、各停車駅についての駅到着予定時刻及び駅出発予定時刻等を
与える。予定ダイヤ情報３３ｂは、運行管理サーバ９から送信された最新の情報である。
予定ダイヤ情報３３ｂは、予定ダイヤ情報３２ｃと一致している場合もあるが、当日の運
行状況等に応じて予定ダイヤ情報３２ｃから変更されている場合もある。つまり、予定ダ
イヤ情報３３ｂが、最新の予定ダイヤ情報を与える。
【００３３】
　開扉方向情報３３ｃ（第２の開扉方向情報）は、各停車駅ごとに車両の扉の開く方向を
表す情報である。開扉方向情報３３ｃは、開扉方向情報３２ｅと同様に、例えば、列車の
進行方向に対して右側又は左側のいずれの扉が開くのかを具体的に示す情報である。ただ
し、開扉方向情報３３ｃには、不定情報は含まれない。つまり、開扉方向情報３３ｃは、
運行管理サーバ９から送信された最新の情報であり、線番情報３３ａと整合して全停車駅
に対して確定した情報である。
【００３４】
　次に、本実施の形態の動作について説明する。まず、列車情報管理装置３が運行管理サ
ーバ９から最新の在線列車情報３３を取得する処理について説明する。
【００３５】
　列車情報管理装置３－１は、当該列車の運行開始後に、自列車に関する列車識別情報を
地上システム８へ送信する。ここで、列車識別情報は、例えば、列車の最寄の出発駅又は
到着駅、行先、列車種別、及び列車番号等を含む情報であり、他の列車から識別可能な情
報からなる。列車情報管理装置３－１は、列車の運行中、例えば定期的に、送受信装置７
を介して列車識別情報を地上システム８へ送信する。
【００３６】
　列車情報管理装置３－１から地上システム８へ無線で送信された列車識別情報は、地上
システム８の送受信装置１１で受信された後、通信ネットワーク１０を経由して、運行管
理サーバ９へ送信される。運行管理サーバ９は、列車識別情報を受信した後、当該列車識
別情報をもとに当該列車識別情報に該当する列車の運行管理情報を保有しているか否かを
検索する。この検索の結果、運行管理サーバ９が当該列車に関する運行管理情報を保有し
ている場合には、この運行管理情報をもとに在線列車情報３３を作成する。すなわち、運
行管理情報は、在線列車情報３３よりも多くの情報を含んでいる。そして、運行管理サー
バ９は、作成した在線列車情報３３を、列車識別情報の送信元である列車情報管理装置３
－１へ送信する。すなわち、在線列車情報３３は、運行管理サーバ９から通信ネットワー
ク１０を経由して送受信装置１１に送信され、さらに送受信装置１１により無線で車上シ
ステム１へ送信される。なお、上記検索の結果、運行管理サーバ９が当該列車に関する運
行管理情報を保有していない場合は、運行管理サーバ９は、列車情報管理装置３－１に対
して該当する列車が見つからなかったことを表す「列車無し情報」を返信する。通常は、
運行管理サーバ９は在線列車の運行情報を保有しているので、これは例外的な場合に該当
する。
【００３７】
　列車情報管理装置３－１は、運行管理サーバ９から在線列車情報３３を受信すると、こ
れを自身の列車情報記憶部３１に保存するとともに、基幹伝送路４を介して、受信した在
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線列車情報３３を列車情報管理装置３－２～３－５へ送信する。列車情報管理装置３－２
～３－５は、それぞれ、受信した在線列車情報３３を自身の列車情報記憶部３１に保存す
る。他方、列車情報管理装置３－１は、運行管理サーバ９から「列車無し情報」を受信し
た場合は、自身の列車情報記憶部３１の記憶内容を更新せず、列車情報管理装置３－２～
３－５へ情報の送信も行わない。
【００３８】
　次に、列車情報管理装置３における開扉方向情報の選択処理について説明する。まず、
表示情報選択部３０ａは、列車情報記憶部３１に在線列車情報３３が記憶されているか否
かを調べる。列車情報記憶部３１に在線列車情報３３が記憶されている場合は、表示情報
選択部３０ａは、在線列車情報３３に含まれる開扉方向情報３３ｃを選択し、この開扉方
向情報３３ｃを表示制御装置５へ出力する。なお、この際、案内表示に必要な他の情報も
選択されて出力される。他方、列車情報記憶部３１に在線列車情報３３が記憶されていな
い場合（運行管理サーバ９から「列車無し情報」を受信した場合に該当する。）、表示情
報選択部３０ａは、列車案内情報３２に含まれる開扉方向情報３２ｅを選択し、この開扉
方向情報３２ｅを表示制御装置５へ出力する。なお、この際、案内表示に必要な他の情報
も選択されて出力される。
【００３９】
　表示制御装置５は、列車情報管理装置３から開扉方向情報３３ｃを含む案内データを受
け取ると、この案内データに基づいて映像データを作成し、作成した映像データを表示器
６に送出する。表示器６は、表示制御装置５から受け取った映像データをもとに案内表示
を行う。
【００４０】
　図４は、開扉方向情報３３ｃをもとに作成された表示案内の一例を示す図である。図４
では、「Ｓ１」～「Ｓ４６」は、路線上の駅名を表している。列車は、「Ｓ３」を出発後
、「Ｓ４」に向かっている途中であり、画面上段につぎの停車駅が「Ｓ４」であることが
表示されている。また、停車駅の下に、「左」又は「右」を表示することにより、開扉方
向を具体的に表示している。すなわち、「左」は列車の進行方向に対して左側の扉が開く
ことを示し、「右」は右側の扉が開くことを示している。「Ｓ１５」～「Ｓ１７」、「Ｓ
１９」、「Ｓ２１」、「Ｓ２３」～「Ｓ２４」は通過駅であるため、開扉方向は示されて
いない。なお、図４では、開扉方向情報はすべての停車駅について表示するようにしてい
るが、列車の次停車駅以降のすべての停車駅についての開扉方向情報を表示するようにし
てもよい。このように、次停車駅以降のすべての停車駅についての開扉方向情報が、次停
車駅に到着する前から同一の画面上で例えば同時に表示される。
【００４１】
　他方、表示制御装置５は、列車情報管理装置３から開扉方向情報３２ｅを含む案内デー
タを受け取ると、この案内データに基づいて映像データを作成し、作成した映像データを
表示器６に送出する。表示器６は、表示制御装置５から受け取った映像データをもとに案
内表示を行う。
【００４２】
　図５は、開扉方向情報３２ｅをもとに作成された表示案内の一例を示す図である。図５
では、図４と異なり、開扉方向情報３２ｅが「不定」の停車駅である「Ｓ５」、「Ｓ８」
、「Ｓ１１」、「Ｓ１３」、「Ｓ２２」、「Ｓ２６」、「Ｓ２８」、「Ｓ３２」、「Ｓ３
７」、「Ｓ３９」については、「－」を表示して開扉方向が「不定」である旨を表示して
いる。
【００４３】
　本実施の形態では、列車情報管理装置３は開扉方向情報３３ｃを含む最新の在線列車情
報３３を運行管理サーバ９から定期的に受信するので、表示制御装置５は不定情報を含ま
ない開扉方向情報３３ｃを用いて映像データを作成することができ、車両内の表示器６に
て、少なくとも次停車駅から終着駅までのすべての停車駅について開扉方向を表示するこ
とができる。これにより、乗客は降車予定駅に近づく数駅前から余裕をもって開扉側へ移
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動することができるので、降車がスムーズとなり、発車の遅延時間が抑制される。特に、
満員電車内では、本実施の形態による効果は大きい。また、乗客はスムーズに降車を行う
ことができるので、降車時におけるストレスの緩和にもつながる。また、本実施の形態で
は、車掌による開扉方向情報の入力等も必要とされない。
【００４４】
　これに対し、従来は、列車案内情報３２に含まれる開扉方向情報３２ｅに基づいて開扉
方向の案内表示を行っている。そして、開扉方向不定駅に関しては、車掌が前駅出発後に
逐次手動で開扉方向情報を列車情報管理装置３へ入力設定している。そのため、乗客は、
次停車駅よりも先の停車駅についての開扉方向情報を事前に得ることはできなかった。し
たがって、特に満員電車の場合は、次停車駅で降車予定の乗客は、たとえ次停車駅の開扉
方向を前駅出発後に知ったとしても、次停車駅に到着するまでの時間内で開扉側にスムー
ズに移動することは容易ではなく、その結果、次停車駅到着後の降車に時間がかかり、発
車時刻に遅延が生ずる要因となっていた。
【００４５】
実施の形態２．
　本実施の形態では、列車情報管理装置３における開扉方向情報の選択処理を列車の遅延
時間に応じて行う例について説明する。なお、本実施の形態の構成は、図１～図５を用い
て説明した実施の形態１の構成と同じである。
【００４６】
　図６は、本実施の形態の動作を示すフローチャートである。まず、列車情報管理装置３
は、運行管理サーバ９から最新の在線列車情報３３を受信し（Ｓ１）、この在線列車情報
３３を列車情報記憶部３１に保存する。
【００４７】
　次に、表示情報選択部３０ａは、在線列車情報３３に含まれる予定ダイヤ情報３３ｂを
参照して、列車遅延が生じているか否かを判定する（Ｓ２）。具体的には、列車が停車駅
に到着した時に、表示情報選択部３０ａは、予定ダイヤ情報３３ｂに含まれる駅到着予定
時刻と実際の到着時刻とを比較し、遅延の有無を判定し、遅延が生じている場合には遅延
時間を求める。なお、列車が停車駅を出発する時に、表示情報選択部３０ａが、予定ダイ
ヤ情報３３ｂに含まれる駅出発予定時刻と実際の出発時刻とを比較し、遅延の有無を判定
し、遅延が生じている場合には遅延時間を求めるようにしてもよい。また、予定ダイヤ情
報３３ｂに、駅間の所定の地点における列車の予定通過時刻が含まれている場合には、表
示情報選択部３０ａは、列車情報管理装置３の保有する列車情報としての列車走行位置情
報（例えば、始発駅からのキロ程情報）を参照し、当該所定の地点の通過時と予定通過時
刻とを比較することにより、遅延の有無を判定することができる。遅延時間は、予定ダイ
ヤ情報３３ｂに含まれる駅到着時刻又は駅出発時刻と現在時刻との差分として与えられる
遅延の実績時間である。
【００４８】
　次に、表示情報選択部３０ａは、遅延が生じている場合において（Ｓ３，Ｙｅｓ）、遅
延時間が所定の時間以上であるときは（Ｓ４，Ｙｅｓ）、開扉方向情報３３ｃを得ている
にもかかわらず、これを選択せず、開扉方向情報３２ｅを選択してこれを表示制御装置５
に出力する（Ｓ５）。ここで、所定の時間は、例えば数分～十数分程度の予め設定された
時間である。これにより、表示制御装置５は、開扉方向情報３２ｅを含む案内データを用
いて映像データを作成する。
【００４９】
　他方、表示情報選択部３０ａは、遅延が生じていない場合（Ｓ３，Ｎｏ）、又は、遅延
が生じている場合であっても遅延時間が上記所定の時間未満であるときは（Ｓ４，Ｎｏ）
、開扉方向情報３３ｃを選択してこれを表示制御装置５に出力する（Ｓ６）。これにより
、表示制御装置５は、開扉方向情報３３ｃを含む案内データを用いて映像データを作成す
る。
【００５０】
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　このように、遅延時間に応じて開扉方向情報を選択する理由は次の通りである。列車遅
延が生じた場合、開扉方向不定駅では、列車が入線する線番が急に変更になる可能性があ
る。そこで、所定の時間以上の列車遅延が生じた場合は、開扉方向不定駅で列車が入線す
る線番が調整される可能性のあることを想定し、次停車駅以降のすべての開扉方向不定駅
について予め表示を不定表示に切り替えておくこととする。乗客に不確定な開扉方向情報
を提供するよりも、不定として表示するほうがむしろ望ましいと考えられるからである。
【００５１】
　図４及び図５では、「Ｓ４」の下に、開扉方向の表示とともに遅延時間「５ｍｉｎ」を
表示している。この遅延時間は、上記のようにして、表示情報選択部３０ａが遅延の実績
時間として求めたものである。
【００５２】
　表示情報選択部３０ａは、開扉方向情報３３ｃ又は開扉方向情報３３ｃと遅延時間を表
示制御装置５に出力し、表示制御装置５は開扉方向情報３３ｃ又は開扉方向情報３３ｃと
遅延時間に基づいて映像データを作成する。上記所定の時間が例えば８分であれば、表示
器６は図４のような案内表示を行う。上記所定の時間が例えば５分であれば、表示器６は
、たとえ列車情報記憶部３１に在線列車情報３３が記憶されている場合であっても、図５
のような案内表示を行う。表示案内に、遅延時間も含めることで、乗客が感じするストレ
スを低減する効果もある。
【００５３】
　なお、本実施の形態のその他の動作及び効果は実施の形態１と同様である。
【産業上の利用可能性】
【００５４】
　以上のように、本発明は、列車の車両内で表示器にて案内表示を行う列車案内表示シス
テム及び列車案内表示方法として有用である。
【符号の説明】
【００５５】
１　車上システム
２－１　先頭車両
２－２～２－４　中間車両
２－５　後尾車両
３，３－１～３－５　列車情報管理装置
４　基幹伝送路
５，５－１～５－５　表示制御装置
６，６－１～６－５　表示器
７，１１　送受信装置
８　地上システム
９　運行管理サーバ
１０　通信ネットワーク
２０　車両内伝送路
３０　制御処理部
３０ａ　表示情報選択部
３１　列車情報記憶部
３２　列車案内情報
３２ａ　行先情報
３２ｂ　停車駅情報
３２ｃ　予定ダイヤ情報
３２ｄ　列車種別情報
３２ｅ　開扉方向情報
３３　在線列車情報
３３ａ　線番情報
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３３ｂ　予定ダイヤ情報
３３ｃ　開扉方向情報
【要約】
　乗客のスムーズな降車に資する開扉方向表示を可能とする列車案内表示システム及び列
車案内表示方法を提供すること。列車情報管理装置は、列車の運行開始後に最新の開扉方
向情報を地上の運行管理サーバから受信した後、この開扉方向情報を案内データとして表
示制御装置に出力し、表示制御装置は、この開扉方向情報を用いて少なくとも列車の次停
車駅から終着駅までのすべての停車駅についての扉の開方向を示す映像データを作成し、
表示器は当該映像データを用いて表示を行う。
【選択図】図１

【図１】 【図２】

【図３】



(12) JP 5106709 B1 2012.12.26

【図４】
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【図６】
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